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熱帯・亜熱帯域に分布するジデムニ科のホヤには、プロクロロンなどの原核性藻類と共

生する種が知られており、世界で約３０種の共生性ホヤが報告されている。日本では、ト

カラ列島が本土復帰した直後に調査を行なった時岡隆博士によって､２種の共生性ジデム

二科ホヤ(Ditj2"z71ZJ7〃(Dti2JPmZ"ｿﾞﾘﾉｐｍｍｚ"，ZとLq〕ＵＤＣ！ｉｍ７７ｍ７ｊｔわr1i)が新種として記載されて
以来(Ibkiokal954)、南西諸島、小笠原諸島、紀伊半島南端から少なくとも15種の分布

が確認されている。Tbkioka(1954)が記載した2種のうちDL(のLﾉｐ、瓶､""はLKHsUcﾙｱｶﾞzlm
6i9MPmiJm(Sluiterl905)の新参シノニムとされおりKott(1980)、我々もトカラ列島におい

てＬ肱'ｧmwmの分布を確認している。同様にLfplmHmJ『〃〃'nｔわ『７ＦＤＰﾉｂｓＤＦ７ｊ魅、ﾛﾉﾋわ'7)を
Ｄ#,hsD"画sｶﾌﾞ,jje(SIuit画1909)の新参シノニムとする馳早があるが､、"jC&Wの記載論文に

は有尾胚の形態や牽引筋についての記述がないことから、安易にシノニムと断定するこ

とはできない。残念ながらDL,,,ﾉﾋﾑﾜ,､iの模式標本(syntype)は保存状態が悪く分類形質を確
認することができなかったため、我々はtopotypespecimenを調べることで､DWTjZjbF,iの分
類学上の位置を再検討した。

2004年７月２９日－８月３日に中之島と宝島において、スノーケリングによる調査を行

なったところ、６種の藻類共生性Ｄ中jaswmが採集された。これには未同定種も含まれ
いている｡現記載によるとDWTjcillniはi'666511の鯉孔パターンを持つが､６種のうち'166651’

の鯛孔パターンを持つのはＤＬ”jZeと、砿祇の２種のみであった。このことから、、

腕ﾉﾋヵ'７はDsnmjjeまたは､L'’７１２'zＦ（または両方の種）の新参シノニムである。と解沢す

るのが現時点では妥当であろう。両種は中之島・宝島で最も普通に見られる共生性

DipjqSmpczで、ほぼ同じ場所でも採集されているため、ＤＷ７ｊｉｂｉｌｍがいずれの種のシノニ

ムであるかを推定することはできなかった。DLF?TjcjQP7の模式標本がsyntypeであること
から、両方の種が標本に含まれている可能性もある。あわせて、今回採集された他の４

種の共生性Ｄ#】ﾉbsD'，江Jの形態的特徴、特に特異な鰕孔パターンより未記載種と考えられ
る標本についても言及したい。


